
5 年 6 月 30 日

殿

提出者

                                         　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の 処 理 の 工 程

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

佐賀県佐賀市大和町大字尼寺2415

令和5年4月1月～令和6年3月31日

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

令和

(日本産業規格　Ａ列４番)

199名（令和5年4月末）

別紙のとおり
（別紙①）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社　佐賀工場

0913　食料品製造業

生産額　145億円／年

　

佐賀県佐賀市大和町大字尼寺2415

ｸﾞﾘｺﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社　佐賀工場

工場長　干貝　博彦

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　 0952-62-2111

                                        (法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
　その処理に関する計画を作成したので、提出します。

住　所

氏　名

　佐賀県知事　
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（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

・定期的な従業員教育による廃棄物分別方法の周知を実施。
・一時保管場所（リサイクルヤード）での更なる分別を実施し
　再生利用、有価物化を推進する。

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

【目標】

・定期的な従業員教育による廃棄物分別方法の周知を実施。
・業者、行政などから情報を収集しながら分別を実施。①現状

別紙のとおり 別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）

・デジタルサイネージ導入によるペーパレス化の実施
・定期的な従業員教育によるごみ削減啓蒙活動
・外部（配送便、転送便）からのゴミを工場に持ち込まないようにする。
・各生産ラインでのロス率向上による発生量削減の実施

排　　出　　量

②計画

産業廃棄物の種類

別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

・日報、月報のタブレット化によるペーパレス化の実施
・外部（配送便、転送便）からのゴミを工場に持ち込まないようにする。

別紙のとおり産業廃棄物の種類

排　　出　　量

②計画

(第２面)

【前年度（令和４年度）実績】

（管理体制図）

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり
（別紙②）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙のとおり
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（これまでに実施した取組）

【前年度（令和４年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

‐ ‐

（第３面）

①現状

②計画

‐

‐ ‐

‐ ‐

（これまでに実施した取組）

－

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

‐ ‐

【前年度（令和４年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

②計画

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

－

‐

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

（今後実施する予定の取組）

‐ ‐

‐
自ら中間処理により減量した
産　業　廃　棄　物　の　量

‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

【目標】

自ら中間処理により減量する
産　業　廃　棄　物　の　量

（今後実施する予定の取組）

－
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別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

－

（今後実施する予定の取組）

‐

【前年度（令和４年度）実績】

（第４面）

①現状

【目標】

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

－

②計画

①現状

‐ ‐

別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

・委託業者には定期的（年１回）に現地確認を実施する。
・電子マニフェストの運用のため、電子マニフェスト化の実施。
　※2023年5月よりコーヒー豆粕（動植物性残渣）電子マニフェスト運用
開始する。

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

別紙のとおり

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

‐

別紙のとおり

‐

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

‐

‐

‐

別紙のとおり

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項
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別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

・100％電子ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ化の実施を目指す。
・動植物性残渣を有効活用することでの産業廃棄物の削減、また有価物と
してのリサイクル化を目指す。
・委託業者には定期的（年１回）に現地確認を実施する。
・３Ｒ実施に向け、その業者（再生利用業者など）へ委託処理する。
る。

別紙のとおり 別紙のとおり

（第５面）

産業廃棄物の種類

別紙のとおり 別紙のとおり全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量



　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成
　  工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規
　  模が分かるような前年度の実績を記入すること。

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの
　  一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者
　　への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

備考

（第６面）



別紙① グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社　佐賀工場

2023年度　産業廃棄物排出量(t)及び処理状況

（t / 年）

358.490 358.490

0.800 0.800

307.960 307.960

81.910 81.910

0.630 0.630

0.250 0.250

0.640 0.640

0.060 0.060

0.150 0.150

456.650 456.650

0.640 0.640

1208.18 1207.540

動植物系残さ

※特別管理産業廃棄物処理については熱回収での処理（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

2022年4月 ～ 2023年3月

排出量計 最終処分量

汚泥

廃油

安定型混合廃棄物

計

種　類

蛍光管（水銀使用製
品）

廃酸

廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

がれき類

金属くず

木屑

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

- - - 委 託 処 理 - - -

発酵堆肥化

中 和
ﾒﾀﾝ醗酵

再生油水分離

発酵堆肥化

（養豚用飼料）

再利用（ﾏﾃﾘｱﾙ）

熱利用（ｻｰﾏﾙ）

破 砕 埋立（管理型）

圧縮
埋立（管理型）

破 砕
再 生

焼 却 埋立（管理型）

埋立（管理型）

再 生破 砕

破 砕

乾 燥 発酵堆肥化

乾 燥

埋立（管理型）破 砕



別紙② グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社　佐賀工場

産業廃棄物の処理に係わる管理体制に関する事項

①責任者及び管理組織図

ｸﾞﾘｺﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ　佐賀工場
ﾌｧｸﾄﾘｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進課　　係長

廃棄物処理に関する検討
環境責任者－工場長
推進委員－環境部会メンバー　（ISO推進委員）
社員への環境及び廃棄物処理の教育指導を行う。
社員、関連部署、関連会社に対する教育及び啓蒙
廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、適正処理の
推進、計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事
項を検討する。
廃棄物処理方針の策定
廃棄物処理に関する各種事項の決定及び承認
廃棄物処理、分別出し、排出抑制の管理
廃棄物処理状況を把握し改善策を検討する。
廃棄物処理施設の運転と維持管理をする。
廃棄物処理計画の作成
廃棄物処理施設の運転及び維持管理状況の把握
処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理
廃棄物減量等推進責任者
特別管理産業廃棄物管理責任者
委託契約の締結及びマニフェスト票の管理
監督官庁への各種報告
産業廃棄物及び特別管理廃棄物管理票の交付・管理
廃棄物処理責任者から提出された改善策の検討。
その他環境に関する事項

②廃棄物管理組織

2023年4月末現在

廃棄物処理責任者

役
割

廃棄物処理責任
者

廃棄物管理担当

環境部会：
ISO14001事務局

工場長

環境部会

ISO14001事務局

ﾌｧｸﾄﾘｰｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
推進課

生産技術課 品質保証課 人事総務課

管理係

施設内関連業者

※SBSフレックネット㈱

チルド

製造係

乳飲料

仕上係
デザート

製造係

デザート

仕上係

業務推進係 スマートファクト
リー係

≪廃棄物処理責任者≫

≪廃棄物管理担当≫

≪環境責任者≫



別紙② グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社　佐賀工場③管理体制の強化

１．管理体制
　　工場内の各部署と協力し、廃棄物処理が円滑に行えるよう省エネ部会：ISO14001事務局が管理していく。
２．管理方法
　・可能な限り優良認定処理業者、再生利用業者へ委託処理、電子マニュフェスト化する。
　・委託業者には定期的に現地確認を実施する。

④ＩＳＯ14001推進活動（教育・研修）

1．環境（廃棄物処理等含む）教育
　　定期的に従業員へ環境に関する（グループ環境方針説明、産業廃棄物処理に関する説明）教育・研修を実施
　　する。
2．情報の公開
　　廃棄物処理に関する信頼性を確保するため、廃棄物の発生、分別、再利用状況について情報の公開に努める。



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾃｨｯｸ

木屑
ｶﾞﾗｽ屑

ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず

がれき類 金属くず 蛍光管（水銀
使用製品）

安定型混合廃
棄物

358.490 t 0.800 t 307.960 t 456.650 t 81.910 t 0.630 t 0.250 t 0.640 t 0.060 t 0.150 t 0.640 t

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾃｨｯｸ

木屑
ｶﾞﾗｽ屑

ｺﾝｸﾘｰﾄくず及
び陶磁器くず

がれき類 金属くず 蛍光管（水銀
使用製品）

安定型混合廃
棄物

340.566 t 0.760 t 292.562 t 433.818 t 77.815 t 0.599 t 0.238 t 0.608 t 0.057 t 0.143 t 0.608 t

0.950

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

【前年度（令和４年度）実績】

廃油

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

自ら中間処理により減量した

産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥 廃油

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥

汚泥

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

廃油

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

産業廃棄物の種類

【目標】

汚泥 廃油

（第２面）

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類

汚泥 廃油

排　　出　　量

排　　出　　量

②計画

廃油

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

（第３面）

廃酸

廃酸

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

②計画

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

廃酸

廃酸

廃酸

廃酸

②計画

木屑

木屑

木屑

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

がれき類

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　木屑

安定型混合廃棄物

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

がれき類

動植物系残さ

動植物系残さ

金属くず

金属くず

金属くず

金属くず

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　 蛍光管（水銀使用製品）

蛍光管（水銀使用製品）

蛍光管（水銀使用製品） 安定型混合廃棄物がれき類

がれき類 蛍光管（水銀使用製品）

安定型混合廃棄物

安定型混合廃棄物



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

358.490 t 0.800 t 307.960 t 456.650 t 81.910 t 0.630 t 0.250 t 0.640 t 0.060 t 0.150 t 0.640 t

195.060 t 0.000 t 137.640 t 38.720 t 81.910 t 0.630 t 0.250 t 0.640 t 0.060 t 0.150 t 0.640 t

358.490 t 0.800 t 307.960 t 456.650 t 15.380 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.060 t 0.150 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 66.530 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

340.566 t 0.760 t 292.562 t 433.818 t 77.815 t 0.599 t 0.238 t 0.608 t 0.057 t 0.143 t 0.608 t

185.302 t 0.000 t 292.562 t 36.787 t 77.815 t 0.599 t 0.238 t 0.608 t 0.057 t 0.143 t 0.608 t

340.566 t 0.760 t 292.562 t 397.031 t 15.563 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.057 t 0.143 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 62.252 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

【目標】

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

汚泥 廃油

汚泥 廃油

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

汚泥

汚泥

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

【前年度（令和４年度）実績】

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

廃油

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

廃油

【前年度（令和４年度）実績】

【目標】

産業廃棄物の種類
①現状

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

②計画

（第４・５面）

産業廃棄物の種類

①現状

廃酸 動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

②計画

廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

廃酸

廃酸

廃酸 動植物系残さ

安定型混合廃棄物

安定型混合廃棄物

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

動植物系残さ 廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ

がれき類

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

木屑

木屑

木屑

木屑

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

ｶﾞﾗｽ屑　　　ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　

がれき類

がれき類

蛍光管（水銀使用製品）

安定型混合廃棄物

金属くず

安定型混合廃棄物

がれき類

金属くず

金属くず

金属くず

蛍光管（水銀使用製品）

蛍光管（水銀使用製品）

蛍光管（水銀使用製品）


